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● 194ページの問 3の解説を下記に差し替える

電界の強さは，その点に単位電荷（1 C）を置いたときに働くクーロン力 [N]で定
義される．
点Aの電界の強さEAは，点Bの電荷QBによる電界の強さEABと点Cの電荷+Qに

よる電界の強さEACの合成である．題意より，電界の強さEAは，設問図の矢印の向
き（BCに垂直の向き）なので，EABとEACのBC方向の成分は互いに打ち消して零
になる必要がある．第1図のベクトル図においては，
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なので，EAB sin θ = EAC cos θである．
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また，電界の強さEAの大きさEAは，EABとEACの設問図の矢印の向きの成分の和
になるので，
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電位φAは次式となる．
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